
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 日 　　　
2 月 休館日 休館日
3 火 休館日
4 水

5 木

6 金 　　　　
7 土 　　　①10:30～　②14:00～ 　　　　　　　　　 　　　　
8 日 　　　 　　　　　　　　 　　　
9 月 休館日 休館日
10 火

11 水

12 木

13 金 　　　　　　　　  　　　
14 土                 きのこの子 　　　　①10:30～　②14:30～
15 日

16 月 休館日
17 火 休館日
18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 休館日
24 火 休館日
25 水

26 木

27 金

28 土 　　　おひさまの会

29 日 　　　 

30 月 休館日 休館日

 敬老の日　読書のすすめ  かわいい動物大集合！
　知らない世界を
　　　　　見に行こう

9/9(月)～9/14(土)
蔵書点検のため休館

9/16(月)～9/21(土)
蔵書点検のため休館

9/23(月)～9/28(土)
蔵書点検のため休館

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１９年９月１日 第８１号）
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中央図書館☎３３－１０４０ 犀川図書館☎４２－３３３０ 勝山図書館☎３２－３４５５

オレンジコーナーの紹介

(中央館)
(犀川館)

☆ギャラリー

「豊津寺子屋

夏休み作品展」

～9月8日(日)

★みやこ町の図書館では、認知

症に関する本のコーナーを設置

しています。

医療や介護、認知症予防に役立

つ本など、様々な角度から資料

提供しています。どうぞ、ご利用

下さい。

★中央図書館やみやこ町役場

別館で開催しているオレンジカ

フェで、図書館の本の貸出を

行っています。リクエストにもお

応えしていますので、お気軽に



～小説～ 

■『小倉藩の逆襲 豊前国歴史奇譚』 小野剛史(著) 

花乱社 ■『ひとり老後、賢く楽しむ』 岸本葉子

(著) 文響社 ■『素材の旨味を引き出す塩とこし

ょうのシンプルレシピ』 浜内千波(著) マイナビ出

版 ■『九州の島めぐり 58 の空と海』 吉村靖徳

(著) 海鳥社 ■『羽田圭介、クルマを買う。』 羽田

圭介(著) 集英社 ■『時間(とき)の花束 幸せな出

逢いに包まれて』 三浦百恵(著) 日本ヴォーグ社 

■『地元を再発見する！手書き地図のつくり方』 

手書き地図推進委員会(編著) 学芸出版社 ■『日

本全国池さんぽ』 市原千尋(著) 三才ブックス   

～その他～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『我らが少女 A』 高村薫(著) 毎日新聞出版 ■『夏

の騎士』 百田尚樹(著) 新潮社 ■『極限の婚約者た

ち』 新堂冬樹(著) 双葉社 ■『ひと喰い介護』 安田

依央(著) 集英社 ■『窓の外を見てください』 片岡

義男(著) 講談社 ■『かわいい見聞録』 益田ミリ(著) 

集英社 ■『お江戸けもの医 毛玉堂』 泉ゆたか(著) 

講談社  ■『神様の暇つぶし』 千早茜(著) 文藝春秋 

■『決断の刻(とき)』 堂場瞬一(著) 東京創元社 ■

『烈風ただなか』 あさのあつこ(著) KADOKAWA 

■『氷獄』 海堂尊(著) KADOKAWA ■『のっけか

ら失礼します』 三浦しをん(著) 集英社  

 

 

新 着 資 料 案 内 
図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『使い果たす習慣』 森 秋子（著） 

KADOKAWA（2018） 

        物が多くてストレスを感じる、断捨離

したいけど思うようにいかない。著者 

は、割れたコップはペン立てにする。

第 2 の使い方を工夫して使い果たす。

モノと付き合いながら、持たない暮ら

しのヒントが詰まった一冊。[凛] 

『よのなかルールブック』 高濱 正伸(監修)  

日本図書センター（2019） 

     世の中のルールってなんだろう。そん

な疑問の中でこの本を読んでみた。書

かれているルール一つ一つが胸に響

く。50のルール私はどれだけできてい

るだろうか？そう自分に問いかけた 1

冊。 [台]    

『福岡県民のオキテ』  

たけだひで＆いずみ(原作) KADOKAWA(2015) 

         「離合」が方言だと知っていました 

か？この本では、福岡県独自の文化や 

生活習慣を面白おかしく漫画で紹介し 

ています。きっと「えっ、これって福 

岡だけだったの！？」と驚きの新発見 

がありますよ。    [ま] 

『孤独という道づれ』 岸 恵子(著) 幻冬舎(2019) 

女優、小説家など様々な顔をもつ岸恵

子。結婚のため渡仏して以来、日仏を

行き来しながら活動していく中で、感

じた事や経験した事を綴ったエッセ

イ。晩年になっても、独立した心をも

ち、困難を肥やしにして生きる姿が

清々しい。［和］ 

『ハシビロコウのすべて』今泉 忠明(監修) 

                   廣済堂出版(2019) 

     動かない鳥として有名なハシビロコウ。

現在日本国内で、13 羽飼育されている。個

体によって顔が全く違うところが、興味深

くて面白い。賢くて可愛い！？意外なエピ

ソードも掲載されている。ハシビロコウに

会いたくなる本。    [はりねずみ] 

 

 

 

 

 

『リンドバーグ 空飛ぶネズミの大冒険』 

トーベン・クールマン（作） ブロンズ新社 （2015） 

 いなくなった仲間を探すためドイツ

からアメリカに渡ることにした好奇心

旺盛なネズミ。だが、船に乗ろうにも

港には猫が…。そこで、空を飛ぼうと

考えたネズミは、人間の技術を研究し

て試行錯誤を繰り返す。果たして、ネ

ズミは空を飛んでアメリカに行くこと

が出来るのか!?   ［Ｍａ］ 


